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平平
安安
時時
代代
のの
スス
ーー
パパ
ーー
レレ
デデ
ィィ
ーー
『『
小小
野野
小小
町町
』』
がが
生生
まま
れれ
、、
そそ
しし
てて
生生
涯涯
をを
終終
演演
しし
たた
地地
「「
雄雄
勝勝

町町
」」。。
古古
のの
時時
代代
かか
らら
多多
くく
のの
先先
人人
達達
にに
よよ
っっ
てて
連連
綿綿
とと
受受
継継
がが
れれ
てて
きき
たた
『『小小
町町
まま
つつ
りり
』』はは
、、
秋秋
田田

をを
象象
徴徴
すす
るる
観観
光光
イイ
ベベ
ンン
トト
とと
なな
りり
、、
多多
くく
のの
町町
民民
にに
支支
ええ
らら

世世
にに
伝伝
ええ
てて

まま
すす
。。  

れれ
後後

いい
きき

先先
人人
達達
がが
育育
みみ
地地
域域
住住
民民
がが
支支
ええ
受受
継継
がが
れれ
るる｢｢

小小
町町
まま
つつ
りり｣｣

（（
雄雄
勝勝
町町
））  

  

小町まつり前夜祭、小町の謎とロマンを探り、

七小町が幻想絵巻を繰り広げます。 

 

才
色
兼
備
の
平
安
朝
の
ス
パ

ー
レ
デ
ィ
ー
『
小
野
小
町
』 

平
安
朝
の
ス
パ

ー
レ
デ
ィ
ー
『
小
野
小
町
』 

  

♪
「
秋
田
の
お
な
ご
／
な
ん
し

て
き
れ
い
だ
ど
／
聞
く
だ
げ
や
ぼ

だ
ん
ス
／
小
野
小
町
の
生
ま
れ
在

所
／
お
め
は
ん
知
ら
ね
の
ゲ
」
♪

正
調
秋
田
音
頭
も
、
秋
田
美
人
の

ル
ー
ツ
と
し
て
誇
り
と
愛
情
を
込

め
歌
っ
て
い
る
『
小
野
小
町
』。 

♪
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秋
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な
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／
な
ん
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て
き
れ
い
だ
ど
／
聞
く
だ
げ
や
ぼ

だ
ん
ス
／
小
野
小
町
の
生
ま
れ
在

所
／
お
め
は
ん
知
ら
ね
の
ゲ
」
♪

正
調
秋
田
音
頭
も
、
秋
田
美
人
の

ル
ー
ツ
と
し
て
誇
り
と
愛
情
を
込

め
歌
っ
て
い
る
『
小
野
小
町
』。 

  

「
古
今
集
」
の
序
文
に
、
和
歌

の
名
人
在
原
業
平
ら
と
供
に
六
歌

仙
と
並
び
称
さ
れ
、
ま
た
、
中
国

の
楊
貴
妃
、
エ
ジ
プ
ト
の
ク
レ
オ

パ
ト
ラ
と
並
ん
で
世
界
三
大
美
女

と
称
さ
れ
る
な
ど
文
字
通
り
才
色

兼
備
の
平
安
時
代
の
ス
ー
パ
ー
レ

デ
ィ
ー
『
小
野
小
町
』。 
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原
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平
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ま
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楊
貴
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エ
ジ
プ
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ク
レ
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パ
ト
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並
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で
世
界
三
大
美
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と
称
さ
れ
る
な
ど
文
字
通
り
才
色

兼
備
の
平
安
時
代
の
ス
ー
パ
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レ

デ
ィ
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小
野
小
町
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女
流
歌
人
と
し
て
数
々
の
優
れ

た
歌
を
残
し
て
い
ま
す
が
、「
小

野
小
町
伝
説
」
と
し
て
日
本
の
歴

史
上
最
も
多
く
の
謎
と
神
秘
の
ベ

ー
ル
に
包
ま
れ
た
女
性
の
一
人
で

す
。 

 
女
流
歌
人
と
し
て
数
々
の
優
れ

た
歌
を
残
し
て
い
ま
す
が
、「
小

野
小
町
伝
説
」
と
し
て
日
本
の
歴

史
上
最
も
多
く
の
謎
と
神
秘
の
ベ

ー
ル
に
包
ま
れ
た
女
性
の
一
人
で

す
。 

 
全
国
に
は
小
町
に
関
す
る
伝
説

の
残
る
地
域
が
数
百
箇
所
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
雄
勝
町
」

は
そ
の
小
町
が
生
ま
れ
、
生
涯
を

終
え
た
地
と
し
て
古
く
か
ら
小
町

に
関
す
る
遺
跡
の
保
存
・
伝
承
に

取
組
み
、
小
町
を
偲
ぶ
祭
『
小
町

ま
つ
り
』が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 
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地
域
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建 

有
志
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小
町
堂
を
再
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こ
の
祭
り
の
ル
ー
ツ
は
、
江
戸

時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
記
述
が

あ
る
ほ
ど
古
く
、
小
町
伝
説
で
重

要
な
か
か
わ
り
を
持
つ
「
芍
薬
」

の
色
が
ま
だ
鮮
や
か
な
頃
、
田
植

え
作
業
の
慰
労
を
兼
ね
て
周
辺
の

地
域
で
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 
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古
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作
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慰
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兼
ね
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周
辺
の

地
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が
始
ま
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ま
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。 

 

昭
和
２８
年
に
は
、
戦
後
間
も
な

く
設
立
さ
れ
た
「
小
野
小
町
遺
跡

保
存
会
」
や
、
旧
小
野
村
の
青
年

婦
人
の
有
志
な
ど
に
よ
っ
て
、
小

町
の
御
神
体
を
祀
っ
た
御
堂
（
小

町
堂
）
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
２８
年
に
は
、
戦
後
間
も
な

く
設
立
さ
れ
た
「
小
野
小
町
遺
跡

保
存
会
」
や
、
旧
小
野
村
の
青
年

婦
人
の
有
志
な
ど
に
よ
っ
て
、
小

町
の
御
神
体
を
祀
っ
た
御
堂
（
小

町
堂
）
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

小
町
堂
の
建
立
は
、
終
戦
の
混

乱
時
、
青
少
年
の
心
の
乱
れ
る
の

小
町
堂
の
建
立
は
、
終
戦
の
混

乱
時
、
青
少
年
の
心
の
乱
れ
る
の



淡い桃色の打ち掛けに、市女笠姿の小町娘の立ち振る舞いは、 
雅やかな平安情緒を醸し出します。 

を
憂
慮
し
て
、
小
町
信
仰
と
郷
土

愛
を
結
び
付
け
、
小
野
小
町
の
出

生
地
と
し
て
の
誇
り
を
後
世
に
伝

承
す
る
こ
と
を
目
的
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
年
の
６
月
２０
日
に
第
１

回
の
「
小
町
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
、
以
来
祭
典
は
今
日

ま
で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継

が
れ
、
年
を
追
う
ご
と
に
華
や
か

さ
を
増
し
、
思
考
を
凝
ら
し
た
祭

り
と
な
り
、
現
在
県
を
代
表
す
る

観
光
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。 

 

祭
り
の
主
役
「
市
女
笠
姿
の 

七
人
の
小
町
娘
」
の
誕
生 

 

祭
り
の
主
役
は
お
な
じ
み
の

「
市
女
笠
姿
の
七
人
の
小
町
娘
」。

こ
の
小
町
娘
達
が
祭
り
に
登
場
し

た
の
は
、
昭
和
４１
年
、
秋
田
・
宮

城
を
結
ぶ
国
道
１
０
８
号
「
仙
秋

サ
ン
ラ
イ
ン
」
の
開
通
を
祝
う
記

念
行
事
に
、
京
都
か
ら
故
郷
に
帰

る
小
町
を
再
現
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
大
変
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
翌
年
か
ら
「
市
女
笠
の
小
町
」

が
登
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
翌
４３
年
に
は
、
小
町
の

郷
に
は
小
町
に
由
縁
の
あ
る
名

所
・
旧
跡
が
旧
小
野
村
に
七
箇
所

あ
る
こ
と
や
、「
小
町
」と
名
付
け

ら
れ
た
謡
曲
が
七
曲
あ
る
こ
と
に

な
ぞ
ら
え
、
ま
た
、
一
人
よ
り
七

人
の
方
が
に
ぎ
や
か
で
一
層
艶
や

か
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
の

小
町
ま
つ
り
か
ら
七
人
の
小
町
娘

が
登
場
し
て
、
和
歌
を
朗
詠
・
奉

納
し
、「
七
小
町
」が
誕
生
し
た
の

で
す
。
以
来
毎
年
七
人
の
小
町
娘

が
メ
イ
ン
と
し
て
ま
つ
り
を
彩
り
、

今
日
ま
で
２
５
０
名
を
超
え
る
小

町
娘
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。 

 

弛
ま
ぬ
努
力
と
地
域
の
サ
ポ

ー
ト
が
育
む
「
小
町
ま
つ
り
」 

  

小
町
娘
は
、
雄
勝
町
在
住
も
し

く
は
町
に
就
業
し
て
い
る
二
十
歳

前
後
の
未
婚
の
女
性
を
対
象
と
し

て
お
り
、
町
の
企
業
や
各
種
団
体

等
か
ら
推
薦
を
頂
い
て
選
考
さ
れ

ま
す
。 

 

選
ば
れ
た
七
人
の
小
町
娘
達
は

「
小
町
ま
つ
り
」
ま
で
の
約
１
ヶ

月
間
、（
毎
週
月
か
ら
金
曜
日
の

午
後
６
時
か
ら
夕
食
を
挟
ん
で
午

後
９
時
頃
ま
で
）
歩
き
方
や
座
り

方
、
立
ち
方
、
市
女
笠
の
扱
い
方

や
和
歌
の
詠
み
方
、
礼
儀
・
接
客

作
法
な
ど
、
平
安
朝
の
立
ち
居
振

舞
い
を
学
び
、
講
師
に
は
先
輩
の

小
町
娘
が
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
基
指
導
に
当
た
り
ま
す
。 

 

伝
説
の
郷
土
の
偉
人
の
雰
囲
気

を
少
し
で
も
醸
し
出
す
た
め
、
そ

の
日
に
練
習
し
た
ポ
イ
ン
ト
や
指

摘
・
注
意
事
項
、
反
省
点
を
レ
ポ

ー
ト
と
し
て
記
入
し
次
の
練
習
に

つ
な
げ
る
な
ど
「
小
町
娘
」
の
練

習
は
ハ
ー
ド
な
も
の
に
な
り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
本
人
の
理
解
は

勿
論
の
こ
と
、
推
薦
し
て
頂
い
た

企
業
や
職
場
、
家
族
の
理
解
・
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
小
町

娘
が
誕
生
し
て
い
く
の
で
す
。 

こ
の
小
町
娘
達
の
弛
ま
ぬ
努
力

と
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
、
祭

り
を
見
る
人
を
平
安
情
緒
あ
ふ
れ

る
神
秘
的
・
幻
想
的
な
世
界
へ
と

い
ざ
な
い
、
し
ば
し
古
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る

「
小
町
ま
つ
り
」と
な
る
の
で
す
。 

祭
り
の
後
、
こ
の
洗
練
さ
れ
た

七
人
の
小
町
娘
達
は
１
年
間
、
町

や
県
な
ど
の
各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

受
継
が
れ
た｢

小
町｣

の
名
は 

秋
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立 

  

祭
り
は
、
地
域
の
住
民
ら
で
組

織
さ
れ
た
町
観
光
協
会
の
小
町
ま

つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
運

営
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
祭
り
も

当
初
は
「
小
野
小
町
堂
祭
り
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
６０

年
に
祭
典
の
名
称
を
「
小
町
ま
つ

り
」
と
統
一
し
ま
し
た
。 

 

現
在
の
小
町
堂
は
、
平
成
７
年

に
改
築
し
た
も
の
で
、
鮮
や
か
な

紅
色
の
御
堂
は
「
小
町
ま
つ
り
」

を
一
層
華
や
か
に
し
、
こ
れ
を
契

機
に
秋
田
を
象
徴
す
る
一
大
観
光

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
確
立
し
て
い
き

ま
し
た
。 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、「
こ
ま
ち
」

の
名
称
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
追
随

す
る
作
付
面
積
と
な
っ
た
「
あ
き

た
こ
ま
ち
」
や
秋
田
新
幹
線
「
こ

ま
ち
」
に
代
表
さ
れ
る
と
お
り
、

秋
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
さ
れ
、

全
国
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
郷
土
の
偉
人

「
小
野
小
町
」
を
後
世
に
受
継
ぐ

た
め
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
先
人

達
や
地
域
住
民
の
遺
跡
保
存
・
祭

り
伝
承
へ
の
弛
ま
な
い
取
り
組
み

が
、
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
ま
ち
」

を
確
立
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

町
民
意
識
を
高
め
一
体 

と
な
っ
た
取
組
み
を
展
開 

 

雄
勝
町
も
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化

の
波
は
避
け
て
通
れ
ず
、
そ
れ
を

反
映
し
て
か
七
人
の
小
町
娘
の
応

募
者
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
町
で
は
今
後
、
町
民
が
こ

の
祭
り
を
大
切
に
想
い
、
次
世
代

に
繋
げ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
、

更
に
高
め
て
い
き
、
町
民
と
一
体

と
な
っ
た
取
組
み
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

「
小
町
ま
つ
り
」
は
毎
年
６
月

の
第
２
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
宵
祭
（
前
夜
祭
）
が
６
月

１２
日
、
本
祭
が
１３
日
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。 

「
小
野
小
町
」
伝
説
を
大
切
に

後
世
に
伝
え
て
い
く
雄
勝
町
の

「
小
町
ま
つ
り
」
を
堪
能
し
、
平

安
絵
巻
の
世
界
に
浸
っ
て
見
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

多くのプロやアマチュアカメラマンが、華やかで美しい 
小町娘をカメラに納めます。 


